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札幌地区連合会は８月１日より札幌市公契約条

例の制定実現に向けた１０万人署名に取組みます。

札幌市公契約条例は本年２月の札幌市第 1 回定

例市議会で継続審議となりました。当事者である労

働者の声が札幌市議会や行政に届いていないこと

が理由の一つです。札幌地区連合会は９月１９日か

ら始まる札幌市第３回定例市議会で札幌市公契約

条例を成立させるため、市民団体等とともに１０万

人署名に取り組みます。この署名を８月３０日及び

９月１３日の２回に分けて札幌市議会議長に提出

し１日も早く成立するよう求めます。署名用紙は既

に各地協から産別に配布されています（自治労はタ

テ）。８月１日には、札幌地区連合会と札幌市公契

約条例の制定を求める会が共同で街頭署名行動を

実施しました。連合の総力で１０万人署名を実現さ

せましょう。最終集約は９月１３日です。 

札幌市公契約条例の必要性を訴える山本副事務局長 

７月２６日（金）札幌地区連合会内で「ユニオン

清掃警備施設」の結成大会が開催されました。同

ユニオンは市内の公的施設等で清掃・警備・施設

管理等の業務に勤務する労働者などで構成され

る個人加盟の労働組合です。札幌市が発注する役

務業務（清掃・警備・施設管理等）を受注する会

社には多くの非正規労働者が働いています。しか

し、労働条件は低く不安定で賃金は時間給又は 

日給月給の契約が多く、雇用期間は一年以下又は

受注契約がなくなると雇止めという内容が大半

です。その他法令の適用も不十分です。労働条件

の質確保はサービスの質の確保に直結します。同

ユニオンの平野委員長は、このユニオンに多くの

労働者が結集することで労働働条件とサービス

の質向上が可能としています。 


